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生まれ変わる“政令市”の顔レポート

建
設
進
む
「
く
ま
も
と
森
都
心
」

熊
本
駅
東
口
で
は
、
駅
周
辺
工
事
に
伴
い

駅
構
内
に
入
る
迂
回
路
や
歩
道
が
複
雑
に
入

り
組
み
、
生
ま
れ
変
わ
る
熊
本
駅
周
辺
を
象

徴
す
る
よ
う
な
元
気
な
槌
音
が
響
く
。

現
駅
ビ
ル
「
フ
レ
ス
タ
」
前
に
は
、
市
電

な
ど
を
待
つ
人
が
日
差
し
や
雨
を
避
け
る
扇

状
の
大
屋
根
が
で
き
、
熊
本
駅
と
駅
前
再
開

発
ビ
ル
を
結
ぶ
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
が

架
設
。
Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
前
の
バ
ス
停
は
、
市
中

心
部
か
ら
北
東
方
面
に
向
か
う
路
線
の
停
留

所
が
２
カ
所
に
分
散
し
、
交
通
セ
ン
タ
ー
を

経
由
す
る
路
線
や
空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
は
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
南
側
に
、
県
外
行
き

は
Ｊ
Ｒ
九
州
ホ
テ
ル
そ
ば
に
新
設
さ
れ
た
。 

東
口
駅
前
広
場
は
、
九
州
新
幹
線
開
業
に

合
わ
せ
た
「
暫
定
形
」
と
し
て
整
備
。
駅
舎

を
含
め
た
在
来
線
の
高
架
事
業
が
完
了
す
る

17
年
ご
ろ
に
現
駅
ビ
ル
「
フ
レ
ス
タ
」
を
取

り
壊
し
、
建
築
家
の
安
藤
忠
雄
氏
設
計
に
よ

る
新
熊
本
駅
舎
を
建
設
。
２
０
１
８
年
ご
ろ

に
全
て
の
工
事
が
完
成
す
る
予
定
だ
。

一
方
、
駅
東
口
を
背
に
白
川
橋
方
面
に
進

ん
だ
左
側
一

体
で
進
め
ら

れ
て
い
る
熊

本
駅
前
東
Ａ

地
区
の
再
開

発
ビ
ル
「
く

ま
も
と
森
都

心
」
は
、
ラ

こ
の
再
開
発
ビ
ル
は
Ａ
棟
（
公

益
・
商
業
棟
）、Ｂ
棟（
権
利
者
棟
）、

Ｃ
棟
（
超
高
層
住
宅
棟
）
の
３
棟

で
構
成
さ
れ
、
全
体
が
完
成
す
る

の
は
新
幹
線
開
業
１
年
後
の
12
年

３
月
の
予
定
。
Ａ
棟（
地
下
１
階
・

地
上
６
階
建
て
）
は
事
業
主
体
で

あ
る
熊
本
市
が
観
光
情
報
発
信
施

設
や
情
報
図
書
館
、
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な

ど
を
整
備
。
一
部
は
11
年
秋
に
先

行
オ
ー
プ
ン
す
る
。

▲九州新幹線関連工事に伴い、駅構内に入る迂回路や
歩道が複雑に入り組む熊本駅東口周辺

▲

駅前東A地区で建設が進む再開発ビル（約
1.4ha、延べ床面積 5万 1900 ㎡）。手前
が 6階建ての A棟。その奥が地上 35階建
ての「ザ・熊本タワー」で、現在、大型クレー
ンで25階近くまで建ち上がっている

▲現駅ビル「フレスタ」前には、扇状の大屋根や熊本駅と駅前再開発ビルを結ぶペデストリアンデッキが架設され、熊本の新しい顔づくりが急ピッチで進んでいる

仕
上
げ
急
ピ
ッ
チ

仕
上
げ
急
ピ
ッ
チ  

熊
本
駅
東
口

熊
本
駅
東
口

ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
地
上
35
階
建

て
の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
「
ザ
・

熊
本
タ
ワ
ー
」
が
25
階
部
分
ま
で

建
ち
上
が
っ
て
い
る
。
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